
予測困難な社会を生き抜く 

校長     
Canva(生成AIの活用を含む)の使用につきましては、全ての御家庭から御了承いただき、

ありがとうございました。 
「子供たちの65％は将来、今は存在していない職業に就く」 

「今後10年～20年程度で、半数近くの仕事が自動化される可能性が高い」 
生成AIが普及すると、現在人間が行っている仕事や業務が取って代わるという仮説を研

究者が提唱する理由は、多くの分野で生成AIが人間よりも優れた処理能力を持っているか
らです。 
 
私が生成AIを使って【指宿市のキャラクターイッシー君が池田湖で遊んでいるイラスト

】を作成したのが下の図です。いかがでしょう？ 
生成AIは瞬時に複数のイラストを示してくれましたが、イッシー君も池田湖周辺の景色

も開聞岳も私のイメージとは違うため、自分の思い通りの仕事をしてもらうためには、イ
メージに近い候補を選びつつ、色・形・大きさ等を細かに言葉を紡ぎ、更なる指令を出し
てイメージに近づける『表現力』や『語彙力』が必要です。「これは

開聞岳じゃない」「山頂に雪を積もらせないで」と言っても雪が積も
ったイラストの提示が続くので、根気強く言い換え続ける『忍耐力』
も必要です。淡々と的確な指示を出さなければ改善されないのです。 

生成AIは瞬時に人間にできないことを素晴らしい能力でやってのけますが、それを便利

に使うためには、やはり使う人間側に生成AIが反映させやすい指示を出す『表現力』『語彙
力』『忍耐力』等が不可欠だと感じました。 
子供たちには自分自身の考えをもち、相手を尊重しながら表現し、他者とよりよい関係

をつくりながら、自分らしさを存分に発揮して欲しい。そのために、日々池田スタイルの
複式授業を行う中で、仲間と学び合う場を設定し、「まちがいをああだ、こうだと言い合う
中でほんとのものをみつけていく」経験を重ねること等に取り組んでいます。これらの取
組で育まれる力は、これからの社会に対応できるものだと考えます。 
 
これら（下線）について、「これって、どう思う？」と低学年の子供に尋ねてみました。

「いいと思う。同じ考え。」と賛同してもらえてほっこりしました。 

下線：「教室はまちがうところだ」1967年蒔田晋治：作（58年前） 

 

 
６月号 

学校教育目標 ： 夢をもち ともに学び 思いやりあふれる 池田の子  

 

学校だより  

 
池田小ブログ 



★　 学びの足あと～５・６月編～　 ★ 【６月後半の行事】 
【修学旅行　 5/28～5/29】 １９日(月)  おひさまおはなし会（本校） 

　５月2８日（水）・２９日（木）の２日間，5･6 ２０日(水)  租税教室（６年） 

年生が修学旅行を実施しました。１日目は新幹線で ２４日(月)  プール掃除（６校時：3～6年，保護者） 

熊本市を訪れ，熊本城やその周辺を散策しながら， ２６日(水)  　スクールゾーン委員会（18:00～校区公民館） 

  歴史や街の文化にふれる貴重な時間を過ごしまし  巡回相談②

た。堂々とそびえる熊本城を前に，復興の歩みに思 3０日(月)  ＰＴＡ役員会（18:00～図書室【24日から変更】）

いをはせながら見 【７月の主な行事】
学する児童の目は 　２日(水)  水泳学習参観⑤，ＰＴＡ全体会，学級ＰＴＡ 

  真剣そのものでし 　９日(水)  特別校時（５校時授業～11日）

   た。 １２日(土)  土曜授業～猿の子踊り練習②

　２日目は在来線 １４日(月)  着衣泳⑤（消防組合ボランティア来校） 

で荒尾市へ移動し， １８日(金)  終業式，大掃除，集団下校 

グリーンランドで ２１日(月)  （祝）海の日，水難事故防止運動強調期間（～8/31） 

  の活動を行いまし ２２日(火)  教育相談（～24日）

た。みんなで時間 ２６日(土)  市Ｐ連ニュースポーツ大会（9:00～12:00 指宿総合体育館）

を管理しながら協 　本校では，年３回（７月・10月・２月）に教育相

力して行動し，仲 談を計画しております。後日，申込用紙を配付いた

間との絆を深める しますので，是非，積極的に御活用ください。

姿が見られました。  ６月の生活・保健目標
ルールやマナーを 【生活】　清 潔 な 身 な り を し よ う 。 

守って楽しく過ご 【保健】　歯 と 口 を 大 切 に し よ う 。
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 たようです。

　今回の修学旅行を通して，児童は「見て」，「聞 　今月の担当は，３・４年担任の川越です。 

いて」，「感じて」，多くのことを学びました。一回 　３・４年の学級での出来事です。ある日の帰りの

り成長した5･6年生たちの今後の活躍がますます楽 時間，自分の帰りの準備を終えた児童が，係の仕事

しみです。 ができていない友達に気付き，「代わりに配りまし

【春の一日遠足　 5/30】 ょうか。」と声を掛け，自発的に仕事を引き受けて

　５月30日（金），1～4年生が春の一日遠足で鹿 くれました。 

児島市の平川動物公園を訪れました。 　自分にできることを考え，進ん

　当初はあいにくの雨模様での出発となりました で行動するその姿からは，周囲を

が，現地に到着する頃には少しずつ天候も回復し， よく見て判断し，仲間のために動

児童の笑顔も晴れやかになっていきました。 ける高い主体性が感じられました。

　動物たちを間近で見て，鳴き声や動きに驚いたり，自分の役割を終えた後も，「今，

友達と感想を語り合ったりする姿が印象的でした。 自分にできることは何か。」と考

普段の教室では味 えて行動に移せたことは，非常に価値のある行動だ

わえない体験を通 と思います。 

して，動物の生態 　また，係の友達にそっと声を掛け，負担をさりげ

や命の大切さ，公 なく軽減しようとする姿には，思いやりと責任感の

共の場でのマナー 両方が表れていました。 

など，たくさんの 　３・４年の学級目標である「自分で考え，行動す

ことを学んだ一日 ることができる３・４年生」をまさに体現した心温

となりました。 まる素晴らしい出来事でした。（文責：川越）


